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 相談を受ける担当スタッフは現在 4 名（教員 2 名、大学
院生 2 名）であり、大学院生のケース担当時にはスーパー
バイズ及びケースカンファレンスの実施により、教員から
の指導を継続した。また相談面接は J 棟の 302 相談室に




























































1 競技活動の停滞・スランプ 1 1 1 3
2 試合での実力発揮の問題 3 1 4
3 競技場面での人間関係 1 2 3
4 競技継続の迷い・引退について 2 2 4
5 練習環境について 1 1 2
6 怪我や病気に関すること 1 1 2
7 勉強・学業との両立について 1 1
8 家族・家庭のこと 1 1 2
9 心身の不調 2 1 1 1 5
10 その他 1 1 2
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【方法】対象は平成 23 年 4 月から平成 28 年 3 月までに
当院回復期リハ病棟に入院した脳卒中患者 530 名を対象
とした。入院時 FIM 総得点を 5 群（①25 点以下、②26～
50 点、③51～75 点、④76～100 点、⑤101 点以上）に分
け各群の傾向を検討した。検討項目は年齢、性別、麻痺側、
在院日数、退院時 FIM 総得点、退院時 FIM 運動項目、退
院時 FIM 認知項目、FIM 利得（退院時 FIM 総得点－入





【結果】入院時 FIM 総得点が 25 点以下の群では、退院
時 FIM 総得点が低いのに対して、入院時 FIM 総得点が

























50 点未満では 10％に満たないのに対し、50 点以上とな
ると 50％以上の患者が歩行を獲得する傾向にあった。自


























年齢(歳） 73.2 68.7 66.2 63.1 54.9
在院日数(日） 114.3 124.2 117.2 89.7 49.9
退院時FIM総得点 32.0 63.3 91.7 107.4 116.8
退院時FIM運動 20.0 42.7 62.5 75.2 85.0
退院時FIM認知 9.1 19.8 23.6 27.5 30.3
FIM利得 7.7 23.4 29.5 11.9 7.1
FIM効率(％） 6.7 18.8 25.1 13.2 14.2
歩行獲得率(％） 7.5 9.6 47.5 63.2 97.7
自宅復帰率(％） 16.9 60.8 77.8 82.6 92.4
退院時の指標
入院時FIM
表．入院時FIM総得点を群別にみた退院時の結果
P−3
